
洪水ハザードマップ説明資料
～ 命が助かるための避難行動を ～
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関ケ原町洪水ハザードマップ作成の目的
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近年、これまで私たちが経験してきたものを
はるかに上回る風水害による災害が多く発生
しています。
被害を最小限とするためには、日頃から住民
の方が「自らの命は自ら守る」意識を持って
自然災害について学び、いざという時には、
自ら適切な避難行動ができるよう「備える」
ことが必要です。

風水害の危険が生じた時、
①どの情報・状態で避難行動をするのか
②どこへ・どのような経路で避難するのか
③避難先へ何を持っていくのか 等について

避難訓練等を通じて平時からご家族や地域の
皆様で考えて頂き、自らの判断で避難行動を
して頂くために関ケ原町洪水ハザードマップ
を作成しました。



地区別地形の特性、過去の災害
履歴、危険箇所、避難経路

3



TEST関ケ原町の地形特性

関ケ原町は南北の山地に挟まれた凹
状地形で、台地と谷底平野に道路や集
落が集積しています。
これまでに関ケ原町は、洪水によっ

て大きな被害を受けた経験がないため、
浸水想定区域に疑問を持つ方もいらっ
しゃるとおもいます。しかし、近年発
生した平成30年7月豪雨災害（西日
本豪雨災害）や、令和元年東日本台風
では、予測された浸水想定区域とほぼ
同じ範囲で浸水が発生しています。
関ケ原町は、県が管理する一級河川

「相川、藤古川、今須川、大栗毛川」
の最上流部に位置するため、山地部で
大雨が降ると、短時間で近隣河川の水
位が上昇することに注意が必要です。
なお、避難経路に関しては、町が独

自に決められないため、昼夜の通行に
危険を伴う道路などを避けて避難でき
る経路を皆様でお考え下さい。
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TESTハザードマップと実際の洪水の比較例

平成30年7月豪雨時の浸水実績ハザードマップ（浸水想定区域図）

地理院地図（国土地理院）倉敷市 洪水・土砂災害ハザードマップ（真備・船穂地区）
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洪水ハザードマップの記載事項
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TEST関ケ原町洪水ハザードマップ（地図編）の内容と構成
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① 浸水想定区域（想定最大規模）

② 土砂災害警戒区域、同特別警戒区域

③ 指定避難所、指定緊急避難場所

④ 避難時要注意箇所

⑤ 要配慮者利用施設

⑥ 防災機関 など

関ケ原町洪水ハザードマップ
（地図編）

関ケ原町洪水ハザードマップ（地図編）には、想定最大規模の洪水が発生した場合の
避難行動を考えるうえで必要なハザード情報を掲載しています。
このハザードマップで平時に洪水に対するご自宅や滞在場所の危険性をご認識頂き、
ご家族で「マイ・タイムライン」を作成し、避難訓練などに活用してください。



TEST関ケ原町洪水ハザードマップ（学習・情報編）の内容と構成
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① 豪雨時にとるべき避難行動
（滞在場所による避難の考え方）

② 土砂災害の基礎知識

③ 避難時の服装や非常持出品

④ 災害時の行動と安否確認
（マイタイムライン、災害時の連絡方法）

⑤ 災害情報等の伝達・収集

⑥ 防災気象情報等の活用
（キキクルの活用、関ケ原町防災アプリ）

⑦ 災害時の心得
（避難時の注意点など）関ケ原町洪水ハザードマップ

（学習・情報編）

関ケ原町洪水ハザードマップ（学習・情報編）には、地図編の利用方法、災害時に
おける避難情報の内容や伝達経路などを掲載しています。
紙面の構成は、上段（青色項目）に基礎知識、下段（オレンジ色項目）に災害時の
行動に必要な内容と心得としました。



洪水ハザードマップの見方、使い方
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TEST浸水想定区域図（水害危険情報図）について①
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関ケ原町洪水ハザードマップ（地図編）の洪水浸水想定区域は、岐阜県により平成31
年3月に作成されたものです。この浸水想定区域は、概ね、以下の流れで作成されてい
ます。

①想定河川における
流域、河道データ作成

②対象流域における
過去の降雨データ整理

③②の降雨データの
確率処理

④③の降雨データを
確率規模別の流量に変換

⑥想定する確率規模の河川流量で
河道内の水位を計算

⑦⑤で想定した破堤箇所から越流する
流量を計算し、氾濫範囲を合成

⑤破堤（越流）が想定される地点（川幅変化点、
合流点、蛇行区間等）を複数設定



TEST浸水想定区域図（水害危険情報図）について②-1
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浸水想定区域図が作成されるイメージを模式的に図示すると以下のようになります。

山
（山頂まで）

河川 宅地

①山地（流域）に大雨が降る ②雨が河川に流出する

雨は、2通りで河川に流出します。
A：地表面を流下して直接河川に流出するもの
B：地中に浸透して河川に流出するもの

山

河川
宅地

A
B

流域における降雨
イメージ図

降雨が河川に流出する
イメージ

A

B
河川の流域



TEST浸水想定区域図（水害危険情報図）について②-2
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③破堤（越流）地点を設定する

合流点のイメージ図

河道形状から、水位上昇が起こりやすくなる箇所の河川距離標を把握します。水位が
上昇しやすくなる箇所は、Ａ.流量が増加する合流点、B.川幅が狭くなる狭窄部、C.土
砂が溜まりやすくなる湾曲（蛇行）部などです。

下流側

上流側

合流点

支川
本川

上流側

下流側

狭窄部

狭窄部のイメージ図

上流側

下流側
湾曲（蛇行）部

蛇行部のイメージ図

湾曲
（蛇行）部

A B C



TEST浸水想定区域図（水害危険情報図）について②-3
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④川の水位が上昇する

降雨の規模が大きい場合、水位が河川の天端を越える（越流する）場合があります。
各河川には、堤内地への氾濫に対して「どの程度の降雨規模まで防ぐ目標とするか」
を事業費をふまえて設定されており、護岸工事等の河川改修が実施されています。
この降雨規模を「計画規模（L1）」といいます。

河川名 計画規模（L1）

相川 1/50

今須川 1/30

藤古川 1/30

大栗毛川 1/20

各河川の計画規模河道断面 宅地宅地

平常時の河川水位

計画規模で想定される
河川水位

河川改修計画・工事
（天端の嵩上げ等）

※相川の場合、50年に一度発生する降雨
に対して治水安全度を確保できるように
計画規模が設定されています。

河川水位のイメージ図

川底



TEST浸水想定区域図（水害危険情報図）について②-4
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⑤河川からの越流量

降雨の確率規模は、対象河川の流域内で観測された雨量データを整理し、確率処理に
より算出されています。県が公表する浸水想定区域図では、①計画規模、②想定最大
規模に相当する降雨から、それぞれ流量が計算されています。
河川から越流する流量は、①、②に相当する規模の流量が現在の河道を流下した場合
の水位を河川距離標毎に算出し、現在の天端の上方の水位分に相当する流量が越流す
る前提で氾濫区域が想定されています。

河道断面 宅地宅地

平常時の河川水位

想定最大規模と計画規模で想定される
河川水位と越流量のイメージ図

計画規模で想定
される越流量
（水色ハッチ）

川底

想定最大規模で想定される水位

計画規模で想定される水位

あふれ出る水量

あふれ出る水量

想定最大規模で
想定される越流量
（赤色ハッチ）

あふれ出る水量

あふれ出る水量



TEST豪雨時にとるべき避難行動①（ハザード情報の確認方法）
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自分の家で想定される浸水深を確認しましょう。大人の場合、水深50cm程度で歩行
困難となります（子供の場合は30cm程度です）。土砂災害警戒区域にかかっている
場合も避難が必要です。

＜浸水深＞

凡 例



TEST豪雨時にとるべき避難行動②（避難行動の考え方）

自分の家で想定される浸水深を確認し
たら、避難行動判定フローから避難行
動の指針を確認しましょう。

ご自宅の建物階数によって避難行動の
考え方が異なります。

気象情報などの情報から、いつ避難を
始めればよいのかは「災害情報等の伝
達・収集、防災気象情報等の活用」を
ご確認ください。
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TEST土砂災害を知ろう①（土砂災害の種類）

豪雨や長雨で地盤がゆるむと土砂が移動（流出）し、土砂災害
を引き起こします。土砂災害の種類には「土石流、急傾斜地の
崩壊（がけ崩れ）、地すべり」があり、それぞれ特徴が異なり
ます。

関ケ原町では、令和4年3月31日時点で以下の土砂災
害警戒区域、同特別警戒区域が指定されています。

＜急傾斜地の崩壊＞
土砂災害警戒区域 ：73箇所
土砂災害特別警戒区域：90箇所

＜土石流＞
土砂災害警戒区域 ：49箇所
土砂災害特別警戒区域：40箇所 17



TEST土砂災害を知ろう②（土砂災害の前兆現象）

土砂災害が起こる前には、多くの場合何らかの前兆現象
があります。

土砂災害警戒区域等によらず、前兆現象に気づいたら周
囲の人にも知らせ、いち早く安全な場所に避難してくだ
さい。

土砂災害の主な前兆現象
（土石流、がけ崩れ）
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災害時の情報伝達方法
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TEST災害情報等の伝達・収集

「放送内容配信アプリ」にて放送内容を確認できます
20

災害に関する情報は、下図「緑色・オレンジ色」の手段と経路で確認してください。
また、町は、気象庁や国土交通省が発表する防災気象情報をふまえ、災害発生の危険
が高まった場合、右図に示す3段階の避難指示等を発令します。

町が発令する避難指示等



TEST防災気象情報等の活用
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テレビのニュースや情報番組などで発表される警戒レベルは、気象庁の「キキクル」
に基づく情報です。パソコン・スマホで閲覧できますので、閲覧した時の警戒レベル
に応じた「とるべき行動」に従い行動してください。



避難すべき避難所の場所、避難のタイミング、
万一逃げ遅れた場合の対応方法
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TEST「指定避難所」「指定緊急避難所」「要配慮者利用施設」等
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関ケ原町には13箇所の指定避難所があり、全てが
指定緊急避難場所を兼ねています。この中に「洪水
または土砂災害に使用できない施設」があることに
注意してください。
気象庁が「警戒レベル3」を発表後、町は「高齢者
等避難」を発令したら、速やかに指定緊急避難場所
を開設します。お手伝いが必要な高齢者及び介助者、
こども（保護者同伴）から「指定緊急避難場所へ避
難」してください。
浸水想定区域内の要配慮者利用施設では、各施設の
管理者に「災害時の避難計画作成が義務付け」られ
ています。関係する方は内容をご確認ください。



TEST「雨量・水位計」「避難経路上の注意を要する箇所」等
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関ケ原町には、危機管理型水位計と
雨量計が各２箇所設置されています。
危機管理型水位計では、河川護岸の
「天端から水面までの距離」が計測
され、水位情報がインターネットで
公表されています。距離が短くなる
と、10分毎に情報が更新されます。
雨量計の観測値は、「キキクル」の
危険度予測などに利用されています。
また、豪雨時の通行を避けるべき注
意箇所（ ）が、町内に5箇所あり
ます。



TESTマイ・タイムラインを作りましょう（P15～P24参照）

マイ・タイムラインは、災害発生が予測される気象状況（予報）が確認された場合に、
災害となる数日前から家族や地域の一人一人が何をすればよいのかについて、平時に
予め考えて決めておくためのものです。
まず、ハザードマップ（地図編）で自宅の場所を確認し、①～⑤の順でマイ・タイム
ラインに記入してみましょう。避難先まで歩いてみる、避難訓練に参加することで、
マイ・タイムラインの実現性を考えてみましょう。

① 自宅付近の浸水深は何m程度か、 ④ どの経路で避難先に移動するか
どういう避難行動をとるべきか （移動する時間帯も考慮する）

② どこを避難先とするか ⑤ 逃げ遅れた場合にどうするか

③ 警戒レベルの段階毎に何をするか
（家族構成等をふまえて）
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非常時の持ち出し品、家族との連絡先、緊急連絡
先などの確認
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TEST災害時の行動と安否確認
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＜非常持出品の準備＞
災害発生後、数日間はライフラインの障害
などにより、普段の生活ができなくなりま
す。想定以上の被災者が発生した場合には、
町が備蓄している日用品や食料が不足する
可能性もあります。
災害直後の数日間を生活するため、各家庭
で最低3日分の非常食や飲料水などを備蓄
して頂き、避難する時に持参してください。

＜災害時の連絡方法＞
災害時に、ご家族や知人の安否確認をする
場合には、「災害用伝言ダイヤル、災害用
伝言版」を活用してください。


